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七
一
七

三
十
石
と
異
風
料
三
十
石
と
を
受
け
た
。
後
御
異
風
一
フ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
謡
正
寺
石
川
郡
鶴
来
に
在
つ
一
フ
タ
ダ
一
脇
田
鹿
島
郡
高
畠
庄
に
臨
す
る
部
帯
。
一
き
依
に
縄
を
附
し
て
携
へ
、
之
を
屋
内
に
投
げ
こ
ん

を
兎
ぜ
ら
れ
、
延
銭
入
年
夜
。
子
孫
制
鱗
い
で
滞
に
一
て
、
民
宗
束
振
に
脳
す
る
。
も
と
信
協
凶
上
水
内
郡
一
フ
タ
ダ
イ
シ
語
田
右
江
沼
郡
下
稿
聞
か
ら
謹
一
で
家
湿
の
緊
築
を
説
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

仕

へ

る

。

一

三

水

村

に

臨

た

が

、

明

治

四

十

三

年

三

用

今

の

地

に

一

す

る

石

材

0
.石
英
組
商
岩
質
の
砂
質
凝
灰
岩
で
、
資
一
フ
タ
ダ
ヒ
デ
ナ
ガ
話
回
英
長
沼
癖
安
太
夫
。

フ

ク

ジ

ユ

ア

ン

穏

簿

庵

珠

洲

榔

苦

ヶ

拙

臨

榔

宗

一

移

っ

た

。

一

緑

色

又

は

貨

色

を

帯

び

、

騒

い

。

一

初

め

御

跨

聞

方

坊

主

よ

り

出

で

L
御
歩
と
な
り
、
元

法
鮫
波
音
静
寺
の
境
内
に
在
り
、
苦
砕
寺
十
四
代
梅
一
フ
ク
シ
ョ
ウ
ジ
超
正
寺
鳳
京
都
合
腿
に
在
つ
一
フ
タ
ダ
イ
チ
ザ
Z
号
ン
福
田
市
左
衛
門
前
回
一
文
四
年
新
知
百
石
を
得
て
組
外
に
列
し
た
。
子
孫
相

庵
の
創
建
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
は
存
せ
ぬ
。
一
て
、
提
出
訳
束
仮
に
臨
す
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
問
中
一
利
家
に
仕
へ
て
百
五
十
石
を
領
し
た
。
子
採
穏
に
世
一
繕
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

フ
タ
ジ
ユ
イ
ン
語
審
院
金
搾
卯
辰
に
在
っ
て
、
一
と
い
ふ
散
村
に
、
観
照
寺
と
て
一
向
宗
の
大
寺
あ
一
加
盟
す
る
0

・
一
フ
タ
チ
ヤ
福
茶
務
政
の
頃
節
分
及
び
年
越
の

正
法
山
と
獄
し
、
祇
悶
祉
の
別
岱
で
提
言
宗
に
臨
し
一
・
り
。
』
と
記
す
る
。
観
照
寺
は
蔚
正
寺
の
訣
で
あ
る
。
一
フ
タ
ダ
ガ
ハ
韻
田
川
江
沼
郡
大
型
寺
川
の
一
一
夜
に
は
、
家
人
等
が
集
っ
て
爾
茶
を
喫
し
た
。
茶
鐙

た
。
元
和
二
年
紡
啓
之
を
三
位
町
に
創
建
し
、
寛
永
一
フ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
超
正
寺
珠
洲
榔
杉
山
に
在
つ
一
部
で
、
上
械
で
は
大
日
川
・
山
中
川
・
験
地
川
と
い
一
に
授
ず
る
然
大
豆
の
搬
は
、
十
二
倒
又
は
七
個
で
家

十
八
年
小
尻
谷
に
移
り
、
高
治
二
年
隠
坂
上
に
勝
じ
二
て
、
認
宗
東
振
に
鴎
ず
る
。
一
ひ
、
頑
固
領
か
ら
下
読
を
縞
悶
川
と
い
ふ
。
天
文
サ
一
家
の
慣
習
に
よ
り
、
別
に
山
棋
の
慨
を
授
ず
る
も
あ

寛
文
九
年
命
に
よ
り
寺
地
を
返
上
し
、
十
一
年
替
地
一
フ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
語
勝
寺
臨
時
都
向
聞
に
在
つ
一
四
年
七
用
廿
四
日
附
朝
倉
宗
摘
の
書
翰
に
、
宗
摘
が
一
旬
、
茶
は
茶
袋
に
入
れ
て
鐙
に
浮
か
さ
れ
た
。
豆
木

を
卯
反
に
賜
は
っ
た
。
明
治
元
年
前
仰
潟
溺
禁
止
の
一
て
、
民
宗
束
振
に
鴎
す
る
。
一
加
賀
の
一
撲
を
爾
田
川
に
這
入
れ
た
と
あ
る
。
一
を
焚
い
て
湯
を
沸
か
し
、
そ
の
蒸
気
に
よ
っ
て
茶
釜

後
、
木
地
仰
等
を
小
立
野
賢
脆
寺
に
鑓
し
、
常
院
を
一
フ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
語
勝
寺
鹿
島
郡
鵜
捕
に
在
つ
一
フ
タ
ダ
シ
ョ
ウ
福
田
鹿
江
沼
郡
に
在
っ
た
。
一
.
の
議
の
鳴
る
と
き
、
『
銭
米
銭
米
』
と
説
言
を
唱
へ
て

陵

し

た

。

一

て

、

興

宗

商

振

に

腐

す

る

。

町

一

弘

安

十

年

十

周

十

一

日

北

傍

相

模

守

等

の

裁

判

書

一

そ

の

脅

に

和

し

た

。

茶

を

柄

拘

で

汲

む

時

、

そ

の

然

フ
タ
シ
ユ
ウ
コ
ウ
チ
福
州
光
智
石
川
郷
官
制
一
フ
タ
セ
イ
ジ
語
審
寺
羽
咋
都
江
添
に
在
っ
て
二
に
、
『
加
賀
閥
熊
坂
庄
一
冨
々
、
一
瞬
田
庄
一
冨
々
nv
』
元
弘
三
一
大
豆
の
入
る
も
の
は
、
蘭
越
を
得
る
と
せ
ら
れ
た
の

宗
大
莱
寺
二
十
二
代
の
住
持
。
越
山
悶
越
の
法
嗣
で
こ
由
民
宗
東
振
に
闘
す
る
0

・
一
年
六
周
の
狩
野
文
書
に
、
『
加
賀
同
調
困
難
菅
浪
郷
総
一
で
あ
る
。

寛
文
四
年
入
居
サ
一
日
寂
。
一
フ
タ
セ
ン
ジ
語
千
寺
河
北
部
木
越
に
あ
っ
て
二
領
地
頭
衆
菅
生
祉
跡
中
一
狩
野
彦
五
郎
般
廃
』
と
見
え
一
フ
タ
ト
タ
チ
ョ
ウ
ジ
ヤ
縞
徳
長
者
江
沼
志
稲

フ
タ
シ
ユ
ウ
ト
ウ
ェ
イ
デ
ン
復
讐
藤
英
億
内
一
員
宗
東
祇
に
臨
す
る
。
初
め
道
場
で
、
明
治
ご
年
か
一
る
。
又
永
正
コ
一
年
十
周
の
室
町
家
内
密
集
に
は
、
一
に
瀬
徳
長
者
の
時
祉
を
江
沼
榔
弓
波
に
佐
る
と
し
、

容
は
十
五
容
に
な
っ
て
跨
る
が
、
一
珊
若
し
く
は
二
一
ら
寺
脱
を
公
務
し
た
。
境
内
に
五
色
梅
と
い
ふ
が
あ
一
『
松
梅
境
調
能
知
行
分
加
賀
富
袈
縞
問
繭
挺
云
々
』
と
一
北
陸
逝
故
替
に
は
稿
徳
疑
者
の
名
を
松
陪
信
高
と
し

加
に
綴
ら
れ
て
回
る
。
天
保
九
年
近
隣
忠
之
丞
が
、
一
る
を
以
て
、
名
を
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
↓
プ

Y
弁
ウ
メ
一
あ
っ
て
、
北
野
枇
領
が
あ
っ
た
。
商
問
の
庄
脱
は
今
一
て
ゐ
る
。
索
、
よ
り
何
人
で
あ
る
か
判
ら
な
い
。

そ

の

質

矢

袋

町

忠

太

夫

の

仇

山

本

孫

三

郎

を

討

っ

た

一

五

色

稿

。

一

厳

し

て

俸

は

ら

ぬ

が

、

上

爾

田

村

・

下

詰

問

村

は

之

一

フ

タ

ト

ε
一蹴富

4
フ
グ
ト
メ
嗣
留
。

こ
と
を
、
小
説
風
に
強
い
た
も
の
。
若
者
は
倉
山
研
一
フ
タ
セ
ン
ジ
縞
専
寺
羽
咋
郡
蔚
捕
に
在
っ
て
二
に
常
る
も
の
で
あ
る
。
一
フ
タ
ト
ミ
チ
ヨ
ウ
福
富
町
↓
ミ
Y
ト
グ
ジ
マ

雲
山
人
と
あ
る
。
ま
た
天
保
復
興
名
箆
加
到
笠
と
阻
一
員
宗
束
振
に
臨
す
る
。
一
フ
タ
ダ
バ
シ
縞
困
窮
江
沼
郡
上
縞
間
に
あ
る
。
一
へ
環
徳
寺
前
。

し
た
も
の
も
、
略
こ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
一
フ
タ
ゼ
ン
ジ
鼠
善
寺
羽
咋
泌
御
子
原
に
在
つ
一
古
闘
に
、
今
の
縞
岡
橋
よ
り
滴
下
り
て
大
器
寺
に
週
一
フ
タ
ト
句
ミ
ユ
キ
キ
ヨ
福
富
行
法
卒
左
衛
門
と

フ
ク
シ
ョ
ウ
イ
ン
語
昌
院
加
賀
滞
組
問
削
利
一
て
、
国
民
宗
商
一
献
に
鴎
す
る
。
一
ふ
橋
を
記
し
、
桃
井
直
常
が
こ
の
橋
か
ら
名
越
時
鎌
一
務
し
、
織
岡
信
長
の
陸
。
天
正
入
年
信
長
、
行
消
を

家
の
子
係
四
郎
利
政
の
法
鋭
。
詳
し
く
は
嗣
品
院
恰
一
フ
タ
ゼ
ン
ジ
語
善
寺
岡
芸
部
課
島
に
在
っ
て
二
の
陣
に
夜
討
し
た
と
あ
る
。
正
保
頃
か
ら
今
の
位
置
一
宮
木
に
置
き
、
管
展
長
級
・
前
凶
利
家
と
共
に
能
殺

伯

宗

協

居

士

。

一

良

宗

束

振

に

鴎

す

る

。

山

抵

は

高

野

山

o

一

に

な

っ

た

と

言

は

れ

る

。

一

の

州

事

を

挙

ら

し

め

た

。

フ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
語
翠
寺
↓
フ
グ
ジ
ヨ
ウ
ジ
一
フ
タ
ゾ
ウ
イ
ン
語
議
院
』
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
賢
一
フ
タ
ダ
ハ
チ
エ
モ
ン
福
田
八
右
衛
門
臨
長
十
一
フ
タ
ト
メ
福
留
石
川
郡
山
島
郷
に
臨
す
る
部

翻

正

寺

ハ

石

川

)

。

一

楽

寺

o

i

一
一
年
矢
新
入
の
越
知
百
五
十
石
を
援
ぎ
、
十
五
年
百
一
一
部
。
も
と
縞
箆
で
あ
っ

圃圃


